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＜連絡事項＞

・下野　正男様～本日10：00、アルコール治療プログラム終了し退院しています。初外来は4/15（金）10：00を予定しています。

・4/20（水）～22（金）の3日間で、春の職員健診を予定しております。胸部レントゲン検査は毎年混雑しますので、4/18（月）～22（金）の5日間で考えております。受診日のおおまかな把握をしたいので、添付しました表にご自分の受診希望日を入力し、病棟で取りまとめて夏堀まで返信してください。
＜OT作業報告・検討＞

・駒木　洋士様～作業進度のむら、話し掛けの多さ見られています。また、パソコンや彫刻刀等など個人購入して使用したいと話されており、作業室にある物を活用し、必要であれば購入する事を伝えていますが、翌日も同様の発言が聞かれています。購入の発言が聞かれた際は「作業で使用する物はこちらで準備します」と統一した対応を行い、一つずつゆっくり取り組めるよう関わりを持ちましょう。

・畑山　勝司様～作業の取り組みは真面目で几帳面さが見られています。現在アンデルセンを集中して行い、病棟でもやりたいと希望されており、必ずホールで行う事として検討しており、観察をお願いします。

　　　心理より⇒知能検査にてIQ平均的ですがとっさの判断や応用する事が苦手です。完成形が分かる物は得意であり、小グループや集団での他者との関わりの中で、自分の得意な事を利用して交流が持てる様な作業提供を勧めて行きましょう。

・佐々木　みね様～西病棟転入後、移動の拒否も無く取り組むことが出来ており、継続して取り組む事を目標としています。花やアクセサリーなどの綺麗な物に興味を持たれており、今後提供していきます。又自身の過去の話をされることもあるので、途中退席を希望した際には、話題を変える事を試みてみましょう。

・晴山　美智子様～主治医より根気の無さ、集中力の無さから間食など自己回避していると受けています。本人も自分に甘いと自覚されていますが、行動に移す事は出来ない様子です。作業では９月に弟様の結婚が控えており、ペアのくまの縫いぐるみをプレゼントする事とし、雑ですが行えています。他者への話し掛け多く、一日の枠組みを決めて行っていきます。ストレスと感じる事は、自己回避する様子が見られますが、自己決定を促し、継続して取り組める様に関わりを持ちましょう。

・船場　幸子　様～俯かれている事が多く、自信のない発言が聞かれていますが、少しずつ作業を行えています。本人の負担となる事はさせずに、参加出来ている事を評価して状態観察していきましょう。

＜Dr千葉担当患者様ケースカンファレンス＞

・早狩　千賀子様～来週より各プログラムへの参加を予定しており、4/13～14の外泊の様子を見て問題が無ければ4/16（土）の退院を予定しています。

　　　　　　　　　食事量も徐々に改善され、日中もホールを訪れるなど活動性も見られています。食事量や活動性の変化など観察していきましょう。

・岩崎　誠一　様～多弁さや睡眠障害は無く、状態安定しています。主治医問診時にも、「悪くない」と話されています。今後継続して状態観察を行い、退院を検討していきます。夜間の睡眠状況や活動性の変化など注目していきましょう。

・本田　英之　様～平日の外泊が出来ない事に対して、本人、ご家族よりの不満が聞かれていますが外泊も治療の一つである事の説明で納得されています。個別の運動プログラムを行っていますが「付き合ってやっている」と話され、間食や余暇時の臥床が多く見られ、自覚の乏しさが伺えています。また、私物の持ち込みが多い為、疥癬再発の防止も目的の一つとして、室内の整理を強く促していきましょう。

・晴山　美智子様～運動療法による体重管理がメインになります。根気強く治療・入院目的を明確に伝え、運動療法の必要性を認識される様に関わって行きましょう。

＜転入患者様＞

・津嶋　イチ子様～本日、疥癬治癒にて東病棟より転入されています。

　　　　　　　　　軟膏：ＢＢオイラックス継続塗布、六十〇ハップ浴中止。

　　　　　　　　　体重の変化は見られませんが管理に対する本人の自覚が無く、今後のケアプランの立案を行ってください。また、転入後の生活を観察して日常生活支援プログラムの導入を検討して行きましょう。

＜Dr川端患者様＞

・畑山　勝司様～退院後は単身生活を予定しています。（生活保護を受けながらアパート　　　　　　　　で生活）日常生活能力の低下は認められないので、今後ＳＳＴにて会話　　　　　　　　能力向上への援助を行って下さい。

・吉田　光良様～問診時に「鼻と頭を押さえられる感じがして…」と表情を険しくさせています。臨時薬内容変更し処方となっています。妄想や幻聴等症状の観察をお願いします。

・宮　陽子　様～就床時間の不安定さ見られていますが日中の眠気を訴え、臨時薬飲みきり止めとなっています。今後についての家族面談を4/14（木）10：30予定しています。

・下口　政子様～３日に１回の排便有りますが性状の硬さを話され、本日より下剤（７日分）臨時処方されています。排便状況の観察をお願いします。

